
1　

指
示
語
・
接
続
語 

『
考
え
る
力
を
つ
け
る
本
』
畑
村
洋
太
郎 

 

5

 

『
米
食
・
肉
食
の
文
明
』
筑
波
常
治

 

『
も
の
の
見
方　

思
考
の
実
技
』
外
山
滋
比
古 

【
文
法
】
文
の
組
み
立
て
１

2　

段
落 

『
宇
宙
か
ら
の
発
想
』
大
林
辰
蔵 

 

11

 

『
名
画
の
中
で
働
く
人
　々
　
「
仕
事
」
で
学
ぶ
西
洋
史
』
中
野
京
子

 

『
逃
げ
て
い
く
街
』
山
田
太
一 

【
文
法
】
文
の
組
み
立
て
２

3　

キ
ー
ワ
ー
ド
・
文
脈 

『
続
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
教
え
』
加
藤
諦
三 

 

17

 

『
ア
ン
ネ
の
日
記
〜
言
葉
は
ど
の
よ
う
に
し
て
人
を
救
う
の
か
』
小
川
洋
子

 

『
時
間
は
な
ぜ
取
り
戻
せ
な
い
の
か
』
橋
元
淳
一
郎 

【
言
語
】
漢
字
の
画
数
・
筆
順
・
書
写

4　

要
旨 

『
日
本
語　

表
と
裏
』
森
本
哲
郎 

 

23

 

『
科
学
の
考
え
方
・
学
び
方
』
池
内
了

 

『
忘
却
の
力
』
よ
り
「
こ
と
ば
の
殻
」
外
山
滋
比
古 

【
言
語
】
漢
字
の
成
り
立
ち
・
部
首

5　

場
面
・
行
動 

『
竜
と
わ
れ
ら
の
時
代
』
川
端
裕
人 

 

29

 

『
続
岳
物
語
』
椎
名
誠

 

『
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
』
よ
り
「
夏
の
ア
ル
バ
ム
」
奥
田
英
朗 

【
言
語
】
二
字
・
三
字
熟
語
の
組
み
立
て

6　

心
情 
『
き
よ
し
こ
』
重
松
清 

 

35

 
『
素
顔
』
三
浦
哲
郎

 

『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
藤
原
て
い 

【
文
法
】
活
用
の
な
い
自
立
語
１

7　

表
現 

『
12
歳
で
死
ん
だ
あ
の
子
は
』
西
田
俊
也 

 

41

 

『
海
で
見
つ
け
た
こ
と
』
八
束
澄
子

 

『
鋼
索
電
車
』
村
田
喜
代
子 

【
文
法
】
活
用
の
な
い
自
立
語
２

8　

主
題 

『
旅
の
書
き
お
き　

浦
島
太
郎
の
馬
鹿
』よ
り「
知
ら
せ
の
雪
」立
松
和
平 

 

47

 

『
日
本
語
の
勘　
　

作
家
た
ち
の
文
章
作
法
』
中
村
明

 

『
あ
る
種
の
掃
除
』
吉
田
秀
和 

【
文
法
】
活
用
の
あ
る
自
立
語
１

9　

説
明
的
文
章
の
読
み
方
・
解
き
方 

『
混
沌
か
ら
の
表
現
』
山
崎
正
和 

 

53

 

『
森
の
列
島
に
暮
ら
す
』
内
山
節

 

『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
の
江
戸
』
田
中
優
子 

【
文
法
】
活
用
の
あ
る
自
立
語
２

10　

文
学
的
文
章
の
読
み
方
・
解
き
方 

『
匂
い
の
記
憶
』
よ
り
「
糸
と
ん
ぼ
」
日
向
蓬 

 

59

 

『
旅
行
鞄
の
な
か
』
吉
村
昭

 

『
俳
句
的
』
外
山
滋
比
古 

【
言
語
】
こ
と
わ
ざ

パターン学習

映像を「ARアプリ」で見ることができます。
　　のマークがあるところに解説映像を用意しています。
＊ 「ARアプリ」の使用方法は，右のQRコードからご確認ください。QRコードが読み取れな 

い場合は，URＬ：https://www.kyo-kai.co.jp/kkar/21/app/howtouse.html　にアクセスして 
ください。　＊QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

＊通信料はお客様負担となります。

ARアプリ使用方法



11　

詩
の
鑑
賞 

石
垣
り
ん 

 

65

 

吉
野
弘　

草
野
心
平

 

吉
野
弘　

清
岡
卓
行 

【
言
語
】
故
事
成
語

12　

短
歌
・
俳
句
の
鑑
賞 

北
原
白
秋　

松
尾
芭
蕉 

 

71

 

与
謝
野
晶
子　

正
岡
子
規　

木
下
利
玄　

長
塚
節　

島
木
赤
彦　

他

 

俵
万
智　

芥
川
龍
之
介　

森
澄
雄　

松
尾
芭
蕉　

与
謝
蕪
村　

他 

【
言
語
】
四
字
熟
語

13　

古
文
の
読
み
方
・
解
き
方 

『
枕
草
子
』 

 

77

 

『
今
昔
物
語
集
』『
今
昔
物
語
集
』

 

『
徒
然
草
』『
徒
然
草
』 

【
言
語
】
慣
用
句
１

14　

作
文
⑴ 

 

【
言
語
】
慣
用
句
２ 

83

15　

説
明
的
文
章
⑴ 

『
地
図
帳
の
深
読
み　

100
年
の
変
遷
』
今
尾
恵
介 

 

89

 

『
生
と
死
を
め
ぐ
る
断
想
』
岸
本
葉
子

 

『
調
べ
て
み
よ
う
、
書
い
て
み
よ
う
』
最
相
葉
月 

【
文
法
】
助
動
詞
１

16　

説
明
的
文
章
⑵ 
『
時
計
の
科
学　
　

人
と
時
間
の
５
０
０
０
年
の
歴
史
』
織
田
一
朗 

 

95

 
『「
宿
命
」を
生
き
る
若
者
た
ち　
　

格
差
と
幸
福
を
つ
な
ぐ
も
の
』土
井
隆
義

 
『
か
ら
だ
の
文
化
人
類
学　
　

変
貌
す
る
日
本
人
の
身
体
観
』波
平
恵
美
子 【
文
法
】
助
動
詞
２

17　

文
学
的
文
章
⑴ 

『
レ
ッ
ド
・
マ
ス
カ
ラ
の
秋
』
永
井
す
る
み 

 

101

 

『
父
犀
星
の
贈
り
も
の
』
室
生
朝
子

 

『
雪
の
な
ま
え
』
村
山
由
佳 

【
文
法
】
助
詞
１

18　

文
学
的
文
章
⑵ 

『
魚
心
あ
れ
ば
』
よ
り
「
自
然
へ
の
希
求
」
開
高
健 

 

107

 

『
空
へ
の
ぼ
る
』
八
束
澄
子

 

『
一
瞬
の
風
に
な
れ
』
佐
藤
多
佳
子 

【
文
法
】
助
詞
２

19　

詩
歌 

入
沢
康
夫 

 

113

 

大
岡
信　

山
本
太
郎

 

落
合
直
文　

木
下
利
玄　

石
川
啄
木　

斎
藤
茂
吉　

中
村
草
田
男　

他 

【
言
語
】
類
義
語

20　

古
典
⑴〈
古
文
〉 

『
枕
草
子
』 

 

119

 

『
方
丈
記
』『
方
丈
記
』

 

『
古
今
著
聞
集
』『
古
今
著
聞
集
』『
古
今
著
聞
集
』 

【
言
語
】
対
義
語

読解演習

国語３年 も く じ



21　

古
典
⑵〈
漢
文
〉 

『
近
思
録
』 

 

125

 

『
郭
司
倉
を
送
る
』『
夜
雪
』『
春
日
』『
論
語
』

 

『
韓
非
子
』『
世
説
新
語
』『
淮
南
子
』『
列
子
』 

【
言
語
】
同
音
異
義
語

22　

説
明
的
文
章
⑶ 

『
全
身
発
想
論
〜
仕
事
が
は
か
ど
る
一
〇
秒
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
齋
藤
孝 

 

131

 

『
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
エ
キ
サ
イ
ト
メ
ン
ト
』よ
り「
書
き
言
葉
に
宿
る『
表
現
』の
力
」リ
ー
ビ
英
雄

 

『
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
』
池
内
了 

【
言
語
】
同
訓
異
字

23　

説
明
的
文
章
⑷ 

『
家
族
の
ト
リ
セ
ツ
』
黒
川
伊
保
子 

 

137

 

『
新
・
哲
学
入
門
』
竹
田
青
嗣

 

『
ク
マ
問
題
を
考
え
る
』
田
口
洋
美 

【
文
法
】
敬
語
１

24　

文
学
的
文
章
⑶ 

『
空
は
い
ま
ぼ
く
ら
ふ
た
り
を
中
心
に
』
村
上
し
い
こ 

 

143

 

『
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な
話
』
佐
藤
さ
と
る

 

『
き
よ
し
こ
』
重
松
清 

【
文
法
】
敬
語
２

25　

文
学
的
文
章
⑷ 

『
ア
フ
リ
カ
で
象
と
暮
ら
す
』
中
村
千
秋 

 

149

 

『
木
工
少
女
』
濱
野
京
子

 

『
旅
ス
テ
ー
ジ
』
よ
り
「
囲
炉
裏
旅
」
川
上
健
一 

【
文
法
】
品
詞
識
別
１

26　

古
典
⑶〈
古
文
・
漢
文
〉 
『
当
世
手
打
笑
』 

 

155

 
『
近
世
畸
人
伝
』『
近
世
畸
人
伝
』

 

『
た
は
れ
草
』『
歴
代
名
画
記
』 

【
文
法
】
品
詞
識
別
２

27　

古
典
⑷〈
古
文
〉 

『
更
級
日
記
』『
古
本
説
話
集
』 

 

161

 

『
伽
羅
を
焚
く
』
よ
り
「
櫻
散
る
日
に
」
竹
西
寛
子

 

『
北
越
雪
譜
』 

【
言
語
】
古
典
文
学
史

28　

作
文
⑵ 

 
 

167

■　

文
法
の
ま
と
め
⑴ 

 
 

172

■　

文
法
の
ま
と
め
⑵ 

 
 

176

■　

入
試
対
策
テ
ス
ト
⑴ 

『〈
死
〉
の
臨
床
学　

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
「
生
と
死
」』
村
上
陽
一
郎  

180

 

『
フ
ァ
イ
ト
！　

木
津
西
高
校
生
徒
会
』
本
田
有
明　
　
『
十
訓
抄
』

■　

入
試
対
策
テ
ス
ト
⑵ 

『「
学
び
」
の
場
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
』
汐
見
稔
幸 

 

187

 

『
橋
を
め
ぐ
る
』
よ
り
「
永
代
橋
」
橋
本
紡　
　
『
耳
塵
集
』

■　

入
試
対
策
テ
ス
ト
⑶ 

『
ヒ
ト
は
な
ぜ
ヒ
ト
に
な
っ
た
か
』
長
谷
川
眞
理
子 

 

194

 

『
年
下
の
セ
ン
セ
イ
』
中
村
航　
　
『
醒
睡
笑
』


